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司会（若林）　第 2部は伴走的支援チームの企画になっております。伴走的支
援チームについて簡単にご説明させていただきますけれども、専任教員 11 名、
研究員 5名が参加しておりますチームでして、本日はその中でチームリーダー
の谷晋二先生に総括的なご報告をいただきます。谷先生、よろしくお願いいた
します。

谷　今、ご紹介いただきました谷です。よろしくお願いし
ます。伴走的支援チームは、今紹介がありましたように、
たくさんのチームのメンバーが参加し、それぞれが色々な
活動をしておりますので、少しその概略をご説明させてい
ただきたいと思います。
伴走的支援研究チームの研究ですが、一つは直接的支援
と我々が呼んでいるものです。これは、例えば障がいがある人であるとか、様々
なチャレンジングなことを持っていらっしゃる人に直接的に支援を提供する研
究をしているグループあるいは部分です。それから支援者支援、支援をする人
を支援する研究、もうひとつは支援を継続して維持していくための方法に関す
る研究です。この三つの大きな柱を持ってそれぞれが研究をしています。
それで直接的支援、支援者支援、情報支援について少し説明を加えさせてい
ただきたいと思います。



47

この三つの領域、直接的支援、支
援者支援、情報移行です。直接的支
援では、男性介護者、ケアメンとい
うふうに呼んでいらっしゃいますけ
れども、男性介護者の地域福祉プロ
グラムの作成であるとか、自閉スペ
クトラム症児の治療教育プログラム
の開発。児童養護施設対象者のピア
サポートプログラムの開発と、直接支援にあたるプログラムの開発をしている
研究グループです。

支援者支援の方ですが、地域支援
プログラム、それから発達診断チェッ
クリスト、学習支援体制・ネットワー
クの構築、それから引きこもる若者
を対象とするピアアウトリーチの支
援者養成をしている研究グループが
あります。

情報移行、このグループでは当事
者のキャリアアップを効果的に実現
できるような情報教育、共有それか
ら移行システムの設計、障がい者の
継続就労に向けた連携のあり方や連
携に使用するツールの開発を研究し
ています。簡単に言うとマラソンみ
たいな感じで、情報というたすきを
どんどん、どんどん渡していく。支援を移行させていくことに使える情報を移
行することを研究しています。
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支援プログラムの開発、支援者支援をする研究、支援の継続のために情報共
有して移行させていく研究などが行われて、それを全部まとめて伴走的支援と
いうふうに呼んでおります。

これから各グループのこの 3 年間
の研究について私が代弁する形でご
報告をさせていただきたいと思いま
す。まずは就労支援チームです。学
生ジョブコーチ、学生さんがジョブ
コーチとなって、就労支援の新しい
取り組みを考えるということをされ
ているグループで、ここには望月昭
先生、中鹿直樹先生がチームを引っ張っています。障がいがある人のキャリア
支援の試みというのはいくつか重複して実施されています。ひとつは学生が
ジョブコーチとして、コーヒーショップであるとか、それからクリーニング受
付とかですね、そういう形の模擬的なショップをこの創思館の 2階に作り、実
際にそこでジョブコーチの実践をしています。その中で、障がいのある人たち
にこういう新しい取り組みができるんじゃないかとか、こういうものがあれば、
もっと行動範囲が広がっていくんじゃないかとか、そういったアイデアを出す
ことをしています。

そこで見つけた「これがあれば、
こんなことができるよ」というアイ
デアを学校に戻していったり、地域
に戻していったりする。そういうよ
うな情報移行の研究をしています。
ここでターゲットになっているのは、
行動の選択肢の拡大ということです。
これしかできない、これしか選択す
るものがないということから、こう

1.
2.
3.
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いうこともできるし、こういう条件
があればこういうこともできるとい
う、選択肢をどんどん拡大させてい
くにはどうしたらいいのかというこ
とを目標にしているのがここのグ
ループです。伴走的支援のグループ
全体が行動の選択肢を拡大させてい
くという目標を持っています。他立
的自立という用語が使われています。これは自立というのがたった一人でなん
でもできることではなくて、援助を受けながら、効果的に援助を使いながら、
共に行動の選択肢を拡大させていくという方針です。つまり、障がいのある人
たちが一人でなんでもできることを求めるのではなくて、コミュニティ、ある
いは周囲の人たちと上手に協働しながらできることをどんどん増やしていく。
こういう援助があればできるんだよというところを増やしていくという方針で
す。午前中のお話の中でも、土田先生が援助、援護、教授という機能連環をモ
デルを引用されていました。
プロファイリングからポートフォリオへということは、職業センター等に行
くにあたってこういう特性があるからこういう仕事が向いているんだよという
ことではなくて、こういう援助があればこういうことができるという過去のヒ
ストリー、経験のヒストリーを積み上げていく形で情報を移行させていくこと
です。例えば、こういう課題があったんだけれども、こういう対処をすると、
こんなふうにできましたという、今までのヒストリーをつなげていくことです。
そのことによって、新しいアイデア、こういう設定があれば、こういう手助け
があればこの人はこんなことができるんだよという情報を積み上げていきま
す。それをポートフォリオとして、時系列的な援助付き能力の情報の生成、こ
ういうものを情報移行していこうという試みです。
学生のジョブコーチとして、大学院生、学部生も入っておられたと思います
が、フィールドに入って研究と実践をしていきます。

•
•
•
•
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これが 2階にありますCafé Rits と
いう大学内の模擬喫茶店舗です。ご
覧になられた方もあるかもしれませ
んが、是非今日、2 階に上がってい
ただければと思います。こういうよ
うなテーブルが用意されていて、本
格的なコーヒーマシンがあって、オー
ダーをとって商品を運んで、お金を
頂いて、あいさつをして、そういう職業訓練をする。その時に学生さんがジョ
ブコーチについて実践をしています。是非ご覧になってください。

模擬店舗の機能なんですが、実際
に何かの職業訓練をするということ
よりも、先ほどからお話をしている
ように、どういう条件があれば、ど
んなことができるんだろうというこ
とを試してみる、シミュレーション
していく場面として考えています。
ですから、特別支援学校等でこの子
供はこんなことができるよと言われ
たこと以上のもの、そこでは見つか
らなかったようなこと、学校ではこ
んなことができると思わなかったと
いうことをいかにこの模擬店舗の中
で発見をし、その新しい発見を学校
に戻していくのか、それを情報移行
として戻していく、という活動です。
それを一言で言うと、対象生徒のたくさんのできるを知ることか、発見をする
と表現できます。学生さんたちには、こんな条件があればこの人はこんなこと
ができるんだと見つけていく体験が非常に有効だったということです。それを

•

•

•

•
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次の支援を勇気づける書式にしてきます。こんなことがひょっとするとできる
んじゃないんだろうかということが、そのレポートをもらった人が考えていけ
るようなレポートにしていきます。それをキャリアパスポートと呼んで、でき
ますシート、こんなことがあったらこんなことができるんだよというシートに
して、ポートフォリオとして積み上げて、ずっと残していきます。そのポート
フォリオが積み上がっていくと、この人はこんなことがあればこんなことがで
きるんだというのを皆が共有し、ひょっとするとこんなことをすると、さらに
こんなこともでるんじゃないかというアイデアを創造していく元になる、基礎
になっていきます。

次は児童養護施設退所者へのアフ
ターケアをされている櫻谷眞理子先
生の研究です。児童養護施設出身者
が抱える困難、支援ニーズなどを把
握して、今後のアフターケアのあり
方を検討していく。聞き取り調査を
行ってどういうところに課題がある
のかということの調査をしています。
その調査に基づいて研究の方法論や制度の充実を課題として見つけてきたとい
う研究です。

これはAさんの事例です。児童養
護施設を退所後、困ったこととして、
一人になって寂しかった、職員によ
く電話をした、身元保証人がいない
ので困った。生活に必要な手続きが
わからなかった。お茶を出すことを
知らなかったとか、野菜を茹でる時
にはお湯から茹でなければいけない
ことを知らなかった。町内会費もあるんだとかですね、出産や子育ての時もお
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父さんお母さんたちを頼れないので困った。施設の職員が出産時も子育ても助
けてくれたという事例です。

それから、職員のインタビューを
してみると、施設長が家を借りると
きの保証人になるケースが多いとか、
家賃の滞納で追い出されたり、原状
復帰のための費用を請求された、生
活費に困ってお金を借りにくる退所
者もいるということがあきらかとな
りました。ストレス発散のための給
料をぱっと使ってしまって、お金が足りなくなってしまったとか、病院の付き
添いとか、出産後に家事援助を続けるようなケースもあります。子育ての相談
に訪れる父親がいる一方で、母親になった退所者同士が子供を連れてきて、施
設に来て語り合うこともあります。こういう事例の中からいろんなものが読み
取れると思うんですが、伴走的支援というのはある支援が終わって、児童養護
施設を退所したら終わるのではなくて、いかに継続していって、支援が途切れ
ないようなことというのが非常に重要なんだということが読み取れてくると思
います。職員の人たちも大人になってからあの時はこうしてほしかったという
子がいるとか、施設にいるときには手がかからなかった子が実は、辛い思いを
抱えていたと話してくれたことで職員を気遣っていた子が実はしんどい思いを
していたことに気付かされた。帰ってくる卒園生を受け止めるためには、職員
として長く働き続けられる職場作りも必要だという思いがインタビューから明
らかとなってきました。卒業したら終わりというのではなくて、卒業後も継続
していくような場所が重要で、自立の力とは困ったときには助けてくれるとい
う、あるいは誰に「助けて」と言ったらよいか人を見る力が必要だと思うとい
うふうに職員の人たちが感じています。退所したら終わりではなくて、「帰っ
てこれる場」というのが重要なんだと思います。
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B さんの事例ですけれども、施設
は自由なところで、なんでも経験さ
せてくれた。園を抜け出したことも
あって、迎えに来てもらったことも
ある。最後まで見捨てずに受け止め
てくれる職員がいたから今の自分が
あると思うと。今でも相談に乗って
もらうのは施設の職員だと語ってい
ました。
そういう養護施設を退所した人の調査、フォローアップの調査、それから職
員のアンケートから、精神的な支えをすること、日常的な生活支援をすること、
生活問題への対処、親との関係調節、自分史のつむぎなおし、施設での生活や
体験を新たな視点で振り返って自己肯定感を育むことの大切さが明らかとなり
ました。ここに非常にいいなと思って気がついた言葉ですが、実家のような存
在、常に帰っていけるような、卒業して終わり、退所して終わりという環境で
はなくて、実家のような存在であるということが大切だと考えられます。まさ
しく伴走的支援で志していきたかったところが出てきているかなと思います。

一方で、アフターケアの制度が未整備です。退所して終わりというようなと
ころに根付いた整備状況なので、アフターケアができるような整備が必要で
しょう。自立に必要な力というのは、基本的な信頼感が獲得されること、助け
を求められること、自ら判断して決定する力が育っていること、基本的な生活
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技術を身につけていることが大切であるということが把握できました。何より
も子供と職員との信頼関係の構築。入所中から様々な体験を保証し、自立のた
めの準備を行うこと、自己決定の力を養うことが大切だと思われるということ
です。

次は荒木穂積先生、中村隆一先生、
竹内謙彰先生たちが行っていらっ
しゃいます発達障がいの重症の子供
たちの研究です。ここでは、新しい
発達診断法を開発するという試みが
されています。診断的評価、形成的
評価の 2 つの局面の担うことができ
る発達診断法を開発しています。マ
イルストーンの尺度ではなくて、質
的転換期に焦点を当てた診断法を開
発しています。ヒントや支えを積極
的に手続きに位置づけていく。発達
構造の抽出を目指すということで、
新しい発達診断法の開発をされてい
ます。

発達のチェックリストの項目です
が、獲得と芽生えと、未獲得という
大きな、小さな項目からそれぞれが
成る各項目、それから大きな項目と
しては、姿勢・移動、微細運動、認識、
言語・社会性という 4 つの構造を持
つ発達診断法を開発しています。研
究の対象は縦断的に 1 歳から 1 歳後
半、2歳、6歳前半までの 184 人のサンプルです。大阪府、滋賀県、静岡県の

•
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幼稚園・保育園で、2013 年から 14 年 8 月までこのプロジェクトのメンバーと
応用人間科学の院生、それから発達相談員の皆さんでデータを集めています。

それを分析しますと、区分Ⅰ～区
分Ⅳまで 4 つのクラスターに分けら
れます。さらにそれをベトナムの子
たちにも実施をしていて、日本とベ
トナムでのデータの相違というもの
を検討しています。大きくは同じよ
うな構造を持っているんだけれども、
若干ここの矢印が入っているような
項目は日本と少し違うようです。
ひょっとすると、発達診断をしてい
くときに文化の差であるとか、民族
の差みたいなものがあるのかもしれ
ない。その詳細については今後検討
の必要があるだろうということです。
次には、検査結果の妥当性の検討
をしていく予定です。「支え」、「ヒン
ト」の意味と妥当性の検討、評価基準の妥当性、信頼性検証です。ベトナムと
日本の国際比較もしていきたいということです。文化の差というものはなんだ
ろうか、どういう要因がそこに、違いに関連しているのかというのを検討して

•
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いきたいということです。
将来的には乳児期版、学童期版の開発というものをしていきたいということ
です。この研究は私大戦略だけではなくて、色々な研究助成を受けて進められ
ています。

さらにこの研究グループは、アセ
スメント法を開発することだけでな
く、自閉スペクトラム症児に対する
遊びを中心とした療育プログラムの
開発も行っていらっしゃいます。幼
児グループ、小学校低学年、それか
ら高学年のグループ、中学校、高校
の 4 グループに分かれて、遊びを中
心とした療育活動を行っている。遊びを作る難しさ、楽しさを共有していくよ
うな療育プログラムです。
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なぜ遊びなのかということですが、
遊びは子供にとって権利です。児童
がその年齢に適した遊び、およびレ
クリエーションの活動を行い、並び
に文化的な生活および芸術に自由に
参加できる権利を保証されています。
遊びは子供の発達に欠かせない要素
ですが、なかなかその自閉スペクト
ラム症の子供たちは遊びの重要さというか、遊びの中から学ぶことというのが
なかなか広がりません。それを広げていくようなプログラムの開発です。

2001 年にきっかけが始まり、2003
年から本格的な療育活動を開始して
いますので、12 年間の長期にわたる
療育活動です。この成果については、
「立命館大学人間科学研究」に掲載を
されております。また読んでいただ
ければ、その詳細が記載されていま
すので是非お読みください。幼児期
後期・学童期前期における自閉スペ
クトラム症児の療育プログラム、集
団で遊ぶ見立て遊びの問題、それか
らスタッフの役割の検討、それから
青年期前期における療育プログラム
の開発、自主性と協同性を育む工夫
について書かれております。
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これからの課題ですが、高等学校
卒業以降の遊びというものを考え、
遊び、いわゆるレクリエーションで
すね、の方々の活動を考えていきた
いということです。

ディスレクシアの子供さんの ICT
による学習支援をされているのは、
産業社会学部の小澤亘先生です。
小澤先生のご研究を紹介させてい
ただきます。伴走的支援はまず現場
といいますか、現場からの色々なニー
ズに応えていくということが多くの
研究のスタートにあります。
小澤先生の研究のところでも、読
み書きが困難な児童に対して文字を
拡大したり、分かち書きをしたり、
ルビ振りに対応した教科書を作成し
ています。それはとても児童の学習
支援において役立つんだけれども、
その作業はとても大変で、なかなか
それに応じられない。役に立つとい
うことは分かっているんだけれども、それに応じられない、それをどうしたら
いいんだろうということがスタートになっています。大学のプロジェクトの中
で ICT支援の新しいアイデアを作っていこうということで、日本ライトハウ
ス、それから特別支援担当教員と大学のプロジェクトの連携によって変換教科
書制作と音声付きデジタル化というものをやっています。その 3者の協力に
よって現場の入力作業が大幅な効率化が図られ、保健体育の教科書など音声付

•

•

•
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きデジタルファイル化の促進ができるようになりました。

従来は教科書の読み支援が中心
だったんだけれども、今回の連携に
よって各単元テストの音声付きデジ
タル化ということも挑戦できるよう
になって、大学からタッチパネル付
き PC2 台、iPad4 台を小学校側に貸
与し、パワーポイントを使用した音
声付きデジタル化を追求していくこ
とができるようになりました。

現場からの声なんですが、多様な
変換教科書を児童のニーズに合わせ
て迅速に提供できることができるよ
うになったし、6 年生にディスレク
シアの児童が 3 名いて、成績が著し
くアップしました、本人の自己肯定
感が強くなったり、勉強への意欲が
増大したというような成果が得られ
ております。

ただ、新たな課題もあって、こう
いった支援の実践事例をいかに社会
にフィードバックして普及を促進さ
せていくのかということが大きな課
題です。この 24 日に現場の先生方を
招いて大学での報告会を実施したり、
支援児童の保護者側からそういう報
告会を実施します。情報開示に向け
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て保護者側からの理解を得ることが困難なケースもあったということです。そ
れから学校を基盤としたフィールド調査では、データ開示が非常に難しいとい
うような問題にも直面されています。
伴走的支援グループ、津止正敏先生の研究です。男性介護者のネットワーク
を作っていくという研究をされています。ケアメンというふうに津止先生は呼
んでいらっしゃって、最近ではケアメンというのがかなり一般的な言葉になっ
たのも津止先生の実践研究の成果かなと思います。色んなところで、この活動
が行われていまして、長野、福岡、島根、それから三田、東京ですね、他にも
当事者、専門職、支援者、社会福祉協議会、非常にたくさんのところの集いが
あって、全国 100 箇所を超えるようなところで、イベントがなされています。
これが実際の写真だそうです。男性の、男性介護者、ケアメンですので、男性
の方が多くいらっしゃって、皆さん、やはりお年を召した方がたくさんになる
のは当然ですが、こうやって料理を作ったり、みんなで話をしたりという集い
をされています。
色々な自分自身の体験、介護の体
験とかをシェアをして、色んなアイ
デアを出したりして、ここに付箋が
たくさん映っていますので、そうい
う体験を付箋に書いたりしているん
だと思います。これは、車椅子の使
い方ですかね、電動車椅子でしょう
か、電動じゃないんでしょうか。車
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( ) 2
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椅子の使い方の講習もされているんだと思います。

今なぜ男性介護者なのかと、男性
介護者が増えたといっても全体の 3
割です。男とか女と言っている時代
でもないのに、なぜ介護する男性の
焦点化をするのか。そこには、変わ
らないことではなくて、変化に注目
をしていて、未だに根強く残る介護
のジェンダー規範を問うという大き
な意味があります。

男性介護者の会とか集い、組織が
盛況になっているのは問題が山積み
している分野であるということです。
我々もニュースで悲しい事件をたく
さん聞くことが多くなっています。
虐待、心中、殺人、孤立、貧困とい
う問題が山積みしています。なんと
かしてほしいとか、なんとかしなけ
ればいけないと気づいた人たちがたくさんいて、それは介護当時者だけでなく
て、メディアであり、支援者であり、支援機関という人たちがなんとかしよう
というふうに動き出しています。在宅介護の実態はより複雑化しています男性
介護者の課題というのは、それをシンボリックに表現していいるのです。

3

( )

( )
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その時代背景を津止先生の方でま
とめていただいております。第 1 期
として家族・介護者組織のモデル化、
1980年前後ということで、「恍惚の人」
という小説があったのは 1972 年なん
ですね。それから在宅福祉サービス
の戦略というのが出てきて、ボケ老
人を抱える家族の会が発足したのは
1980 年ということです。

第 2 期では、家族・介護者組織の
一般化が進み、1990 年代はゴールド
プラン 10 カ年戦略が策定されたとき
です。それからデイサービスがこの
時代に導入されました。家族介護者
の組織化が全国に展開されて、各地
に家族・介護者の会が結成されて
2000 年に介護保険法が施行されてい
きます。

第 3期は再モデル化ということで、
2000 年後半以降から現在までです。
介護する人、される人の属性に着目
した会や活動が行われていて、介護
者支援を求める世論が高揚していく
時代です。ケアする人のケア研究会
とかですね、男性介護者と支援者の
全国ネットワークが 2009 年にできて
います。
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ケアメン・コミュニティ、ケアメン、
男性介護者の人たちが集まって色々
な話をしたり、体験を共有したりし
ていく意義と機能について津止先生
はご研究されています。ケアメング
ループ・プロフィールシートを分析
をした結果です。

非常に多様な主宰者がそういう活
動をしていて、介護の当事者、専門職・
支援者、社会福祉協議会、地域包括
支援センター、NPO、男女共同参画
センター、高齢者介護施設、介護者
団体、難病団体などで、主宰をして
いる人たちは様々です。

多様な主宰者があって、多様な目
的を持っています。殺人・虐待の防止、
そういうのは社協であるとか、包括
支援センター、NPO が掲げていて、
仲間作りを目的に掲げている主宰者、
男性プログラムの開発をしていると
ころ、それから個別支援をしている
ところ、介護者運動をしているとこ
ろ、介護スキルを学習しようという目的のところ、実態調査、研究をやろうと
いうところ、それぞれいろんな目的を持って、会の主宰をしているということ
です。
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「書く／読む」というプログラム、
「語り／聴く」というプログラムから、
「教える／教わる」というピア・エデュ
ケーションプログラムになってきて
いるようです。私の場合はこうだっ
たとか、あなたの介護体験を社会の
共有財産にしましょうとか、私の介
護体験はきっと誰かの役に立つとい
うようなピア・エデュケーションプログラムとして、発展をしていっています。
組織や活動、ケア・コミュニティというふうに名付けられています。同じ立
場の人との出会いの場、プラスの面もあるし、マイナスの面も含めた介護感情
を発言できるような場です。それは、一人でないということを実感する場であ
り、これまでの介護生活の振り返りをする場でもあります。介護者の経験が知
として生きる場、その体験というものが知恵に昇華されていくいような場であ
るということです。それから介護者と支援者の協働の力が働き、介護者のエン
パワメントを高めていくような場です。これはまさしく伴走的支援のすべてを
含んでいるような活動です。

その他にも相互作用が働く場として、各自の介護体験を相対化したり、パー
スペクティブを切り替えて自分の介護体験を見ていったり、他者に共感をした
り、他者への気遣い、孤立感からの開放というものを味わえる、そういうこと
が学習できるという言い方はおかしいかもしれませんが、そういうようなこと
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を体験できる場です。経験を経験値として社会の共有財産としていく取り組み
です。当事者と援助者の知の融合が行える場面、それは支援プログラムの開発
にも役立っていく場となるということです。それからまた介護者運動の契機と
なるような場でもあり、異議申し立てであるとか、政策への意見を出していく
場であったり、運動主体として介護者自身が運動主体となっていくような場で
もあります。

それからケア・コミュニティとい
うふうにまとめられていますが、介
護するということで生じる喜怒哀楽
を仲立ちとして、相互に気遣う関係
性が組織される場です。打ち克つの
ではなく、切り抜けるのだというア
ルノ・ガイヤーという人の本の言葉
のようです。その場は介護で失いつ
つある、あるいはすでに失った社会との接点や他者家族との関係を修復し、そ
して新たに獲得する機会にもあふれています。会や集いの存在そのものが当事
者による異議申し立ての社会運動です。介護者もまた、もうひとりの当事者と
して支援されるべきであり、家族介護者支援という新たなフレームワークを
作っていくことの根拠になっていきます。

津止先生からの、というか研究の
成果からのメッセージですけれども、
「かたろう！」「つたえよう！」「ひろ
げよう！」「かえよう！」「なくそう！」
というメッセージです。これはケア
メンサミット JAPAN の採択文書か
らの文書のようです。
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これは津止先生からのメッセージ
ですね。「介護を排除して成り立つ暮
らしや働き方ではなく、介護のある
暮らしや働き方を社会の標準に」し
ていくんだと。介護をして暮らして
いく、介護をしながら働いていくと
いうのが通常当たり前のものになっ
ていくようなことを目指しましょう
という強いメッセージです。

伴走的支援は、冒頭にお話させて
いただいたように 3 つの大きなカテ
ゴリーに分けて、3 年間研究してき
ました。その他にも個々で実施され
ている研究もありますが、今日は時
間の都合で、中間報告の時に報告し
た部分は省かせていただいて、告を
させていただきました。直接的支援、
それから支援者支援、情報移行という 3つのカテゴリーに分けて研究をスター
トしましたが、今日ご報告させていただいたどの研究も全ての要素を含みなが
ら、研究を実施されていました。
直接的に自閉スペクトラム症の子のいろんな支援をしていくと必ず情報移行
の問題というものは関わってきますし、障がいのある子たちの支援をしている
学校の先生方であるとか、NPOの方たちの支援も含まれてくるので、必然的
に 3つの支援というものが連関をしていくような形になっていきます。今日ご
報告させていただいた内容でもお分かりいただけたと思いますが、どこの部分
が直接的支援で、どこの部分が支援者支援ということはなく、各先生方が 3つ
を包括的に連関させながら支援を展開し、研究を展開されていかれたと思いま
す。それが伴走的支援チームの大きな成果ではなかったかなというふうに思い
ます。最初の研究をスタートするときにはこういうふうに 3つに分けてスター
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トしましたけれども、3年間終わってみますと、直接的支援、支援者支援、情
報移行というものは、どの実践活動の中でも連関しながら展開されていったと
いうふうに思っております。

＜学＝実＞の連携ということが大
きなテーマですが、伴走的支援のグ
ループはむしろ実際の現場と密接に
連携を取りながら実践している研究
ばかりで、立命館大学、我々が学校、
あるいは支援学校だけではなくて、
通常学級、通常学校の障がい者学級
と連携を取っていったり、ケアメン
の話もそうですが、実際に活動している現場と連携をとりながらやっている研
究です。国際的には、荒木先生のグループでされているようにベトナム、中国
と連携をしたり、中間報告の時にお話させていただきましたけれども、台湾と
一緒にペアレントトレーニングをしたりと国際的な分野、国内を含めた現場と
の連携、共同研究というのを活発に行っていた研究グループです。
はい。長々と私ひとりでお話をさせていただいて、各グループの先生方にご
登壇いただいてお話をしていただけるのが一番よかったんですが、ちょっと私
の説明では十分説明しきれなかったところもあります。いくつかの研究は『立
命館人間科学研究』の研究紀要に載っておりますので、それもご覧いただいて、
ご質問いただけたらと思います。ありがとうございました。

司会（若林）　谷先生、どうもありがとうございました。発表を聞かせていた
だきまして私自身が感じましたのは、様々な支援のニーズがある中でそれを実
践していくと、当然その問題は個人であったり、ニーズのある方が最初は着目
されます。次にそれを支える人たちに今度はニーズ、視点が移っていき、さら
にそれが交流、連携を図っていくこととなり、社会に接続していく、という、
まさに「社会的包摂」という形で研究がなされていたのではないかなと思いま
した。個人的には「他立的自律」という言葉を非常に興味深く感じていまして、
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まさに個人というのが個人で成り立たない部分があり、そういった部分をどの
様に周りと接続していくのかということがひとつの社会的包摂の見方なのでは
ないかなと思った次第です。どうもありがとうございました。


